
－７－  広報しもだ  ２００７. ７ 月号

写
し

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
試
験
結
果
等
を
問
わ

ず
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
試
験

以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

�
�
�
�

７
月
２
日 （
月
） 〜
７
月　

日 （
金
）

１３

（
土
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日
必
着

�
�
�
�
�
�
�
�

第
１
次
試
験　

８
月
５
日 （
日
）

教
養
試
験
（
大
学
、
短
大
、
高
校
卒
程
度
）、

小
論
文
、
専
門
試
験
（
土
木
技
術
職
、
保
健

師
、
保
育
士
）

※
第
１
次
試
験
の
合
否
の
発
表
は
、
８
月　
２２

日 （
水
） 頃
に
通
知 （
郵
送
） し
ま
す
。

第
２
次
試
験　

９
月
２
日 （
日
）

事
務
適
性
検
査
、
口
述
試
験
（
面
接
）、
実

技
試
験
（
保
育
士
の
み
）

�
�
�
�

　

下
田
市
役
所
総
務
課
に
試
験
案
内
及
び
申

込
書
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
載
し
、
提
出
書
類
を
添
え
て
市
役
所

総
務
課
人
事
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
を
郵
送
に
て
請
求
す
る
場
合
は
、

左
記
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
下
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.shimoda.shizuoka

（                                

.jp/

    
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
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�

〒
４
１
５
―

８
５
０
１

下
田
市
東
本
郷
１
―

５
―　
１８

総
務
課
人
事
係　

�
�
２
２
１
１

　

観
光
統
計
や
フ
ラ

ワ
ー
都
市
交
流
、
課

内
の
庶
務
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。　

　

黒
船
祭
や
あ
じ
さ

い
祭
な
ど
、
イ
ベ
ン

ト
も
多
く
、
休
日
出

勤
も
多
い
で
す
が
、

観
光
客
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
聞

く
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
そ
れ
が
励
み
に

も
戒
め
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
が
、
先
輩

や
上
司
の
助
け
を
受
け
、
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
４
月
１
日

２０

�
�
�
�
�

◆
一
般
事
務
職

○
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
又
は
平
成　
２０

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
昭
和　

年
４

５８

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

○
短
期
大
学
（
高
等
学
校
卒
業
を
入
学
資
格

と
す
る
修
業
年
限
２
年
以
上
の
専
門
学
校
を

含
む
）
を
卒
業
し
た
方
、
又
は
平
成　

年
３

２０

月
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
昭
和　

年
４
月
２

５６

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

○
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
又
は
平
成　

年
３

２０

月
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
昭
和　

年
４
月
２

５４

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

○
身
体
障
害
者
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
高
等
学
校
以

上
を
卒
業
し
た
方
、
又
は
平
成　

年
３
月
卒

２０

業
見
込
み
の
方
で
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以

４７

降
に
生
ま
れ
た
方
。
か
つ
、
自
力
に
よ
る
通

勤
が
で
き
、
介
助
者
な
し
で
職
務
の
遂
行
が

可
能
で
あ
り
、
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に

対
応
で
き
る
方

◆
土
木
技
術
職

○
大
学
で
専
門
課
程
を
履
修
し
卒
業
し
た
方
、

又
は
平
成　

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
で
、

２０

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

５４

◆
保
健
師

○
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
方
、
又
は
平
成

　

年
３
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方

２０で
、 昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

５４

◆
保
育
士

○
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
、
又
は
平
成

　

年
３
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方

２０で
、 昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

５６

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
、
及
び
地
方
公

務
員
法
第　

条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該

１６

当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

�
�
�
�

○
受
験
申
込
書
（
市
役
所
で
用
意
す
る
も
の

を
使
用
）、
○
履
歴
書
（
市
役
所
で
用
意
す

る
も
の
を
使
用
）、
○
最
終
学
校
発
行
の
卒

業
証
明
書
又
は
卒
業
見
込
証
明
書
、
○
住
民

票
、
○
自
分
の
宛
名
を
明
記
し
た
返
信
用
封

筒
（
長
３
の
中
封
筒
に　

円
切
手
を
貼
付
）

８０

２
枚
、
○
土
木
技
術
職
・
保
健
師
・
保
育
士

の
各
受
験
者
は
別
途
資
格
証
明
書
等
、
○
身

体
障
害
者
の
受
験
者
は
身
体
障
害
者
手
帳
の

�
��

�
�
�
�

��

市
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

一
般
事
務
職　

５
名
程
度

　

土
木
技
術
職　

若
干
名

　

保
健
師　
　
　

１
名

　

保
育
士　
　
　

若
干
名

＊
採
用
予
定
人
員
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
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�
�
�
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私
は
０
・
１
歳
児

ク
ラ
ス
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
言
葉
が
す
く
な

い
分
、
大
変
な
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
や
成
長
を
感

じ
る
と
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し

く
な
り
元
気
に
な
り
ま
す
。
子
供
た
ち
の

成
長
に
携
わ
っ
て
い
け
る
こ
の
仕
事
に
日
々

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
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先
輩
に
聞
い
て
み
ま
し
た

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

情
報
公
開 ・ 
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

��������	������������	����������������		��������������������������

広報しもだ  ２００７. ７ 月号  －６－

東駿河湾環状道路東 河 環状道路東駿河湾環状道路

天城北道路

伊豆縦貫自動車道伊豆縦貫 動車道

延長約延長約600㎞㎞

伊豆縦貫自動車道

延長約60㎞

河津下田道路津下田道路

延長約延長約133㎞㎞

河津下田道路

延長約13㎞
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��������

伊豆縦貫自動車道 の
北側は工事が
進んでいるね。

���

��������

事業が生活環境、自然環境に与

える影響を調査しています。

���������	
�

基本計画策定（平成2年11月）→

環境への影響を調査（現在）→

ルートの決定

→測量→用地→工事

→完成開通

�
�
�
�
�
�
�
�
	

��
��
�
�
�
�

伊豆のみち事情と伊豆縦貫自動車道の整備効果をおさらいしよう
����������

��������	


沼津市岡宮～函南町平井までの

延長15km。現在、用地取得・改

良工事が進められています。

�������

伊豆市修善寺～伊豆市矢熊まで

の延長6.7km。平成20年春に（仮

称）修 善 寺IC～（仮 称）大 平IC

（1.6km）が開通予定です。

〈三島市萩ＩＣ周辺〉

渋滞　年間４，１００万人が来訪する観光地、休日には
交通量が増加し渋滞により日常生活、救急医療等に
影響 （６割は自家用車利用）

災害　災害危険箇所・通行規制区間が点在しており、
災害時には地域が孤立する恐れあり （年間平均３４回も
の通行止め）

医療　高度医療施設への搬送時間（下田市からは現
状で８８分を要します）
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下田から沼津ＩＣまで約１時間になります。

重症患者を受け入れる第３次救急医療施設（順天堂静岡病院）
まで全地区１時間で到着可能となります。

観光、物流交通と生活交通を分ける事によって、地域の生活
行動範囲が拡がります。

災害時の緊急輸送路としての機能。陸の孤島と呼ばれた南伊
豆の輸送経路が確保できます。

����

　

情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
市
が
公
文
書
と
し
て
管

理
し
て
い
る
文
書
等
を
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と

信
頼
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
公
文
書
公
開
請

１８

求
件
数
は　

件
で
し
た
。
実
施
機

７７

関
別
の
処
理
状
況
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

　

請
求
の
あ
っ
た
主
な
も
の
は
、

市
道
・
河
川
に
関
す
る
こ
と
、
指

定
管
理
者
に
関
す
る
こ
と
で
、
そ

の
２
種
類
で
請
求
件
数
全
体
の　
７４

％
を
占
め
ま
し
た
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市
の

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ

い
て
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
己
の
情

報
開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
を
求

め
る
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

平
成　

年
度
の
個
人
情
報
開
示
請

１８

求
件
数
は
、
市
長
部
局
１
件
（
全

部
公
開
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
保
有
個
人
情
報
の
訂
正

請
求
や
利
用
停
止
請
求
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

問
合
せ
先　

総
務
課
庶
務
係

�
�
２
２
１
１

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

� 請求のあった情報の種類�

市道・河川に�
関すること�
39件�
�

指定管理者に�
関すること�
18件�
�

廃棄物処理に�
関すること�
3件�
�

駅前広場に�
関すること�
1件�
�

教育委員会に�
関すること 1件�
�

その他�
11件�
�

公開の方法
（公開・一部公開）

処理状況公
開
請
求
件
数

実

施

機

関

視

聴

写
し
交
付

閲

覧

取
り
下
げ

却

下

非

公

開

一
部
公
開

全
部
公
開

－64－－63204473市 長

－2－－－－2－2教育委員会

－1－1－－－12議 会

－67－163224577合　計

���������	
� （単位：件） 平成18年度

【国土交通省沼津河川国道事務所HPより】


